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太子町山田字小丸山遺跡採集の弥生遺物

ー佐野清輔氏採集による一

1 はじめに

今回ここに紹介する遺物は昭和43年頃、太子町山田在住の佐野清輔氏により、納屋建築

のため山を切り開いた際、切り通し面より採集されたもので、弥生中期の土器片、磨製片

刃石斧、すり石、須恵器器台片を含むものである。採集地は旧山陽道山田峠を太子町側に

下った西側で、山田古墳群第8号墳小丸山古墳のすぐ北側にあたり、山田峠遺跡群小丸山
遺跡の範囲に含まれる。

山田峠遺跡群は、今回の遺物が採集された小丸山遺跡をはじめ、山田遺跡、桃畑遺跡、

雁谷山遺跡、中山遺跡等で一群を形成しているものである。 小丸山遺跡では、以前に弥

生時代の祭祀に用いられたと考えられる分銅形土製品が出土しており、注目される。

また、山田遺跡は昭和48年に姫路バイバス山田インターチェンジ建設に伴う発掘調査で

弥生中期後半の竪穴式住居址・土坑をはじめ、多数の遺物が検出されている。遺物採集地

は現在、納屋の裏側に切り通し面が残り、土層を観察することが出来たが、遺物包含層等
は認られなかった。採集遺物については、その形態等から弥生時代中期後半の遺物として

周辺で検出されている遺構、遺物とも符合するものである。

参考文献今里幾次「播磨の分銅形土製品」 『古代学研究』 21・22合併号 (1959年）

山田遺跡 一姫路バイバスにともなう発掘調査ー (1975年）

太子町史第三巻考古編 (1989年）

2 遺物の概要

採集遺物は、弥生時代中期後半を中心とした土器片94点と、石器2点、須恵器1点を含

むものである。そのうち実測図化可能だったものは17点である。

石器 lは磨製柱状片刃石斧で、上端の一部を欠損している。石器2は磨石で、紡錘形を
呈する。この遺物については北部九州を中心に分布が見られ、最近近畿地方でも発掘例が

増加しつつある投弾の可能性も考えられる。

1・2・3は壷形土器の口縁部及ぴ頸部、 4・5は甕形土器の口縁部、 6・7は鉢形土
器の口縁部、 8......,12は高杯形土器の杯部、脚部及ぴ脚注部、 13......,15は壷形土器或は甕形土

器の底部である。 16は甑の底部で焼成まえに穿孔されている。 17は須恵器の器台の筒部で
ある。
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第2図 遺物実測図 (1)
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第 3図遺物実測図 (2)
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表 1 石器観察表

番号 器 種 石材 長さ 幅 厚さ 色調 備 考

1 闘柱状片刃 結晶片岩 13.2 3.0 4.0 暗緑灰 上端の一部欠捐
刃部幅
2.5 

2 磨石 砂港ぎ 9.1 5.9 5.5 灰色 投弾の可能性有

※法量の単位はcm

表2 土器観察表

番号 器種 法量

員
形態及び文様 技法 ・調整 備考

1 宜． 残口柊焉 15.3 
髭鈍い黄橙

端噂想大きく外反し水平 摩耗のため調整不明2.0 
に一条の凹線を施す

2 壷 残口伊焉 18.5 
＂含む 囀窄は大きく外反し水平 翌胃醤面ともヨ2.0 

に＜二条の凹線を施す

3 宜...L 
瓢登粒を含

頸部に太い凹線文を施す 摩耗のため調整不明 頸部

4 甕 残口高径 15.3 0.1 ,.._.,Q_ 3 言亨伍鬱炉 摩耗のため調整不明
3.5 

贔の明砂黄粒褐色を含
はるl. に まみ

5 甕 残口嵩柊 18.0 
贔い褐色

端遵面慶は下革鉦内面に綾をもっ
摩耗のため調整不明5.0 

拡張する

6 鉢 残口嵩終 39.0 

言 瓢青望履をもち
摩のため調整不明3.0 はにする

ヽ

7 鉢 蘊口柊 37.0 
3.0 皐む 瓢翡賃醤履闘ち 摩耗のため調整不明

8 高杯 残口焉侶 26.7 

贔鈍い黄橙色
璽彗書にのびて端 水外ラ平面ミ拡ガ内張側キ部は外ヨ面コはヘ2. 7 

凹線を施す ナデ， 高杯 残口嵩柊 19. 0 
闘淡赤褐を含色む 部内口縁面が部突直帯はに書は平下やにのびて端

水平拡張ナ蜀プ外面内側2.8 
は内ヨコ

や内傾する 面はヘラミガキ

10 高杯 輯 12.4攣炉 裾る呵＜誓張胡す繹るし上下にゆ 亭整ヽ明証嘉ため調2.5 

※法量の単位はan
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番号 器種 法量

員
形態及び文様 技法 ・調整 備考

11 高杯 底残焉伊 1 5.5 

乾闘惰‘む霞下さ部れにる崖円周孔胃をが巡し3上個る下現と推存に定ゆす 籠ラミガキ3.5 はヨコナデ
ヘラケズリ後ナ

る

12 高杯 残高 2.8
罰を含 闘護齢ヘラガキ沈

内面ヘラケズリ

13 底部 騒 6.6 担む 上ヘ張げ底り状出す側タ縁イがプ斜の贔贔 瓢‘ケメ4.0 
及ナ外デ底部はナ

14 底部 麟 9.0 讐0の.砂1粒-晨腐を0含魯.2 譴ヘ止塁ち上謬かる諮贋土方 外韓い面ハ畔ケメ12本の/lcmの細4.5 
ため調整

15 底部 底残嵩柊 5.0 0. 1 ,....., 0. 2 

譴ヘll..塁ち上謳がる鯰贋〗方 外霜面摩ミ耗ガのキため調整5.0 

認明黄筐色

16 恥 底残高径 5.6 0.1 ,...., 0. 2 農翠鱈顧讐鬱皐こ 外讀面年勺ガのキため調整2.5 

韓明黄国色炉
17 麗器 胃含む 縦よ向き線のす櫛を目2本の後1ヘラに 呼凹内面泉縦ヨ方コ向の櫛目及 器部台の筒る凹ら セット

で巡 ナデ

※法量の単位はcm
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3 まとめ

山田字小丸山遺跡の詳細については、今後の調査を待たなければならないが、今回紹介

した遺物により、同遺跡の性格の一端をうかがいしることができたものと考えられる。

最後ではあるが、遺物の調査・実測を快＜承諾して下さった佐野清輔氏に記して感謝し
たい。
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